















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































如f ベレ シ き
調3 記ニ ル 事
八3 が
き: 2
2ト ト
所シ 書
レ〆 一才一
雪? 主で の
賜5 条
五 v;こ天j 、
下F
�3) 
とあ
って
、
五絃とは異
な
る表
現とな
って
いる
。
この
記事
につい
て
は、
東遊
歌に七
絃
または
八絃を示
唆す
るも
のが
みられる
ことなど
から
、
研究
者の間
ω 
では
殆んど
八絃と
考えら
れて
いる
。ま
た、
古事記
に訳註を
附し
た武田枯
吉
「絃
の多い琴
をひ
くよ
うに、
さかんの形
容」
とさ
れてい
加
。単
なる
氏は、
七
礼楽よ
りみたる古
代日
本と中
国と
の交
渉
(飯塚)
文献学上
の結
論か
ら断定す
る
こと
は、
厳に戒し
めな
けれ
ばな
らな
いし
、
古
代人が
「八」
を「
多く
の」
と
いう
表現
に多
用し
たこ
とも勿
論である
が、
かし
、
結数
がは
っき
り五
絃とあ
るも
のを
、
それ以上
の絃数をも
って
例え
る
こと
は考え難
い
ので
ある。
ある
いは
、
日本
の琴の相
型が
五絃ときま
った
も
ので
はな
く、
形成
の過
程に
おいて
、
それ以上
の絃
数をも
つも
のも
存在し
て
いたのか
もしれ
ない
の
である。
そして、
交渉史的
には
必
ずし
も信
用度が
高
いとはいえ
ないが
、
大陸系
の楽
器伝
来の記
録も
みられる
所から
、
その影
響
を受
けて
いた
とも考えら
れる
ので
ある。
例え
ば、
三国
史記に
は、
新羅
の琴
の起
源を説
明し、
その多
くは中
国の古
典
に基い
てい
るが、
そのな
か
の玄
琴
につ
いて
、
岸辺氏
は 次の
ように説
明され
てい
る。
「今
日朝
鮮のもの
とされ
る
玄琴は、
支那
の七
絃琴
と臥筆
篠とが渡
来し
て高
句麗
の特
色を発
揮し
つL
出来上
った
と考
へら
れる。
その
年代
は:
:・
(中略)
晋末以前
であ
って
かな
り古
川。」と
。ま
た、
岸辺
氏は別の個
所で十二
である
伽僻琴
に
つい
て「
国時
代或
い
は新
羅統
一 時代
の
土偶
の例に
よ
る
と、
当時
の伽僻琴
は今日
の制
仰
をほ
ぼ備
えて
いた
」
とも言
及
されて
い
る。
このこ
とと目
本の楽
器形成史と
の関
連づ
けは、
直接
に
は考えられな
いの
である
が、
記紀
の中に
は、
新叩絡を
含む朝
鮮三国と
古代日
本と
の音楽交流
の記
誌が、
二・
三み
られ
ると
ころ
か
ら、
五絃を
こえ
る多
絃琴
の彰
響を考
える
ことも、
可能
であろう
。
因み
に、
「種種
の楽
人八
十人」
を貢し、
「種種
人見恭天皇
四十
二年
に、
新羅
の主
が、
MW 
の楽
器を張
り」
など
したこと
、
欽明天皇十
五年に
は、
百済
の楽
人四人
が来
朝し
たこ
とを伝え
いな
どの
記録、
があ
る。
しかし
、
ここ
では
、
これ
以上言
及
せず
、そ
うした音
楽史的交流
の可
能性が
あ
った
こと
を指
摘
するに止
めたい。
以上
にみて
きた
ように、
いず
れに
し
ても、
音楽史
そのもの
の追
及からは
八
倭国
楽の
中国流
伝の実
態は、
明ら
かに
され
得な
か
った
。
それならば、
すで
L 
に指
摘し
たよ
うに、
音楽
が果し
たもう
一つ
の側面、
すなわち、
政治
・外
交
のか
けひきの場
とし
ての
、
介添え役と
して
利
用された
側面
から追
及し
てみ
る
必要があ
ろう。
この
場
合、
単に、
日本
と中国
というこ
つの
国
家関
係から
だけ
では
な
く、
東アジ
アにお
ける
冊封
体制
下の
一環と
して
、
当時
の国際的
政治上
のかか
わり
あい、
すなわち、
交渉史的
な視
角をも
つこ
と
が必
要とな
って
くる
の
である。
後漢以後、
倭国
は中
国歴代
王朝
に度々
遣使朝貢
し
ていた
が、
南北朝時代
にな
ると、
有名な
倭の
五王の積
極的な交渉
がなされた
ので
ある。
特に南
朝
との交
渉は、
倭国
の朝鮮半島経
営に
ともな
って
、
朝鮮
三国
(高句麗
・新
羅
-一臼
済)
と相争
うように頻
繁に重
ねら
れた
の
である
。
しかし
、
梁の天
監元
(五O二)
年、
倭王武
が征
東将
軍に進め
られた記
事
(梁
書武帝本紀)
を最
後に、
陪の開
皇一
一O
(六
OO
)
年ま
で姿
を消
すの
である
が、
これ
につい
て
「そ
の事
実が
なか
った
と認
むべ
きで」
あるとし、
その理
由
西崎定
生氏は、
につ
いて
、
「中
国王朝よ
り官爵を
受け
て秩
序体
制に
参加す
る
こと
が、
継
体、
欽明
両朝
の内
乱
と朝鮮
半島の
情勢変
化とに
より
もはや
現実
的な意
味
を
もち
えなくな
った
ので
ある」
とされた。
しかし
、
そう
した
断
絶期間
はも
っ
と早
くか
ら始ま
った
ので
あり、
船木勝
馬氏は論
文
「梁書倭
伝にみえ
る倭
国
と梁と
の関
係」
ωにおい
て、
主百倭
伝の
成立状
況を詳しく
検
討された
結果、
大約次
の
ように述べ
られた。
「梁
が天
監元
(五
O二
)
年倭
の武
王に征
東将
軍ロ
すを与えた
のは
『朝
貢に
よ
る思
賞で
は
なく、
梁の建
国紀念
のため
に行
な
われた』
の
であ
り、
さらに、
梁書倭国
伝の
記
事は
『東夷と
梁とを結
ぶ橋
渡
Lの役
割りを果し
てい
た
』百
済を
介し
て得られた知
識で
あり、
梁と倭
国の
直接交
渉はなか
った
の
では
ないか
よ
と。
以上
によ
れば、
実際上
、倭
王武
が宋
の順
帝昇
明二
(四
七八)
年に、
遺使
朝貢し
て官
爵をうけ
た翌
年、
南斉高帝
の建
元元
(四七九
)
年、
鎮東大将
軍
に進
号された年
を最
後
として
、
紀元
六O
O年
まで
一一
二年
間、
仮り
に紀
元
五八九
年
までとし
ても
、
一一
0年
間の長
くに
わた
って
、
日中
交渉史上
の空
白期聞が
存在
し
たの
である
。
それ
では
、
倭国
の音楽
の存在、
すなわち、
倭国楽人
の渡
来の事
実と、
交
渉空白
期間
の存
在の事
実
とい
うこ
つ
の矛
盾に対
し
ては
、
どのよ
うに解
答を
下し
てい
ったら
よいの
だろうか。
歴史的
な事
実に照
らして
みれ
ば、
国家
と
国家
の聞の交
渉は、
特に、
冊封体
制主催
者とし
ての意
識の濃
厚な
中国歴代
王朝に
おいて
、
遣使朝貢
に関
す
る
記録
の遣
漏は、
殆ん
ど考えられな
いほ
ど
に重
要な事
柄で
あっ
た筈であ
る
。従
って
、
従来
の史
料や
諸研究
の成
果から
すれば、
例え倭国楽
の存
在が
伝えられ
る
にして
も、
国家聞
の正
式
な交
渉は
途絶え
て
いたので
あ
る
から
、
楽人
の渡来
さえ
も考え
得べ
きことではない
の
である。
そうとすれば、
倭国楽人
の非
公式な渡
来の後に、
何ら
かの
経
過を
へて
、
陪王朝に
それが正式なも
のと
して
認めら
れ、
定置
され
るに至
った
と
は考えられな
いだ
ろうか。
この
こと
は、
次の制
約に
よっ
て時
代
的に
より
陪
王朝に
近、
すく年代
と
して
、考えなけれ
ばならな
い。惰開皇九
年と
いう
年は、
倭国
の楽人が存在
していた
(ま
たはその存
在が強く認識
されて
いた
)
時で
あ
るが、
楽人
の生
命に
は限りがあ
る。
斉の高
帝建元元年
から
以後
一一
O
年
の聞
は、
定期
的な楽
人
の交
替が
あ
った
とは
考えられな
いい
ま、
いわ
ゆる
「
倭の
五王」
時代と
は全
く別な動
機に基い
て、陪
王朝に接
近したあ
る年代
に
伝来さ
れた、
と考え
る
べき
では
ない
だろうか。
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中国と
の交渉
(飯
塚〉
それ
では
、別
の動
機と
は何を
意味す
る
のだ
ろう
か。
速断
は避
け
る
べき
で
あるが、
あえ
て一
つ
の手
探ぐ
りを行な
って
みたい。
最近、
日本
古代史
に関
す
る研究
成果
は、
文献学上
および考
古学上
から
検
討されて、
相当な成
果を挙げ
得
たが、
統一
王朝
としての大
和朝成立期
に関
Lては
、
紀元
四
t
五世紀の
いわ
ゆ
る
「謎
の世紀」
に焦
点が
絞ら
れて
いる
。
この
期に関
す
る研究
は、
続々
として
新し
い成
果が
示
されて
いる
が、
中国王
朝を中心
に、
世界史的
な動き
の
一環
として、
ダイ
ナミ
ック
に 捉えよう
とす
帥刷
る姿
勢は、
西嶋定生氏
の業
績
等に
よ
る
とこ
ろが顕
著であ
る
。
とこ
ろで、
中国的
秩序体
制に参
加し
たいわ
ゆる
「倭
の五
王」
のう
ち、
最
後の
武王
が雄略天皇
に比
定され
る
というこ
とは、
学界
の
定説とな
って
い
る。
こ
の雄
略天皇が属
す
る系譜上
のグル
ープ
として
応
神王
朝の
存在が
考え
られ、
その起
りが紀元四
世紀
後半
にあ
たり、
五世
紀に
かけ
て確
立期を迎え
たと
想定
され
るの
である
。し
かし
、
こ
の応
神王
朝は、
六世
紀初頭、
継体、
欽明朝と
いう
別のグ
ルー
プにと
って代わられ
たという
。
継体
朝の出
現に
つ
いて
も
多く
の問
題が残
され
ている
が、
為政者
側に
おけ
る
この
期の重
要な政
治史的問
題とし
ては
、
応神
王朝
の衰
退
期に現
われた天
皇家内部
の勢
力争
い
と、
継体
・欽明朝以後
にお
け
る新た
な豪族
層
の出現対立
であ
った
。大伴
・
物部
・ 蘇我
氏と
い
った大
一一民家
族
は、
朝廷と深
くか
かわり
あいを
も
って
、
互い
に天
皇擁立
の主役を
なして
いたの
である
が、
こうし
た国
内的
な混乱
は、
同
時に
それ迄積極
的であ
った朝
鮮半島
・任那
日本府
の経
営に
も差朕を生
ぜし
め、
朝鮮三
国
への
影
響力
の衰退をも意味し
たので
あ
る
。紀
元五六二
年の任
那日本
府の滅
亡は、
そう
した
情
勢を
より
一層決定ず
けた
もの
であった
。
以上の大まか
な概
観か
らすれば、
倭の
五王を
最後
と
して、
日本は
「中国
九
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中
国と
の交渉
(飯塚)
王朝
を中
心
とす
る秩
序体制
から
脱落
い 」た
ので
あるが、
その
こと
と、
朝鮮
=一国に
おけ
る影響
力の
衰退をも
って
、
直ち
に
日本と中
国王朝
間
の交
渉が完
全に途
絶し
たと
考える必
要はない
であろ
う。
すでに記
したよ
うに、
任那
の日
本府
の滅
亡
が五六
二年であ
った
が、
倭国
楽の
中国伝来
は、
五八九
年を逆
る
こと
近々
のこ
とで
あり、
その時
期は
、中
固に
おいて
も
南朝が宋|斉
架l
陳と代わり、
北朝
に
おい
ても
東西親
の分
裂か
ら北
斉
・北周が
生じ、
北周
の統
一か
ら陪
へと而
封体制主催者自体
に、
変動
の起っ
た時
代であ
った
。
そうし
て、
朝鮮三
国も微
妙に変
動し、
その結
果、
中国
王朝と
の朝貢関係
にも
変化
がみられた
ので
ある。
すでに、
末松保和
氏は
「任
那興
亡史」
の中で、
任那
の日
本府
の興
亡
の過
程とそ
の結
末を明
らかにさ
れた
の
であ
るが、
百済は
高句麗
お
よび新
羅の圧
迫
と、
日本
府の滅亡に
伴なう国
際情
勢
の悪
化を
いか
にL
て脱
脚
するか、
苦
慮し
ていたの
である。
従っ
て、
遠交近攻
の策
をとれ
ば、
先ず当面
の重
圧、
高句麗、
新羅を取り除く必要が
あ
った
。
そのため
、
百済は、
南朝
に
は従
来
の朝
貢の
態度を
とりなが
らも、
陪朝
が開始され
る
と、
陪書巻
一高祖本紀上
に記
録され
る
ように
開皇元
年・・・
冬
十月
乙酉。
百済王
扶余昌。
遣使来賀
。
授昌土開
府儀同
三司
帯方郡
公。
(同右)
二年
春
正月:・:
辛米。
高麗育済並
遣使貢方物
。
とあ
って
、
直ち
にその
対
応策を
打ち出し、
さらに
五
八九
年に
至
って
、
陪書
巻4
東夷百済
伝に、
平陳之歳。
有一戦
船。
漂至海
東抽牟羅
国。
其船得還。
経子百済。
昌資
送
之
甚
厚。
弁遣使
奉表
。賀平陳
。高祖善之
。
下詔
目。
百済王
:::既
間平
陳
四
0 
遠令
奉表
O
i--
・(中略)
自今以後不須年別入貢。
:::
(中略)
使者舞踊
而
去
。
とあり、
機会
を逃がさず
中原
王朝と
の関
係を
密に
している
。
かくし
て開
皇
十八年に
は
(同右)
昌使其長使
王鈴那
。来殿方物。
属遼東之役
。
遣使奉表。
請軍導
。
この
ように、
朝鮮
三固
とりわ
け百
済
の動
きは、
時局
の推
移を敏
感にと
ら
える
ものが
あ
った
。
一方
、
任那
を放棄し
た日
本は、
百済、
新羅
と若
干
の関
係を保
ちつ
もふ、
時と
して
、任那
の復興を
事
とし
て兵
を起
すこ
ともあ
った
が、
成果は
なか
った
。
しかし
、
軍事関係以
外に
は、
仏教関
係な
どの文
化面
でか
なり
の交
流が
なされ
、
MW 
向く
時
期であ
」
「百済よ
り教師を待
つ段階」
から
「進
んで
習学
に出
った
とされる。
例えば、
前述し
た欽
明天皇
の十王
年に
二月
。
百済遣:
::
別奉
勅貢易博士
。:::。
楽人施徳
三斤
。季
徳己麻次。
季徳進奴。
対徳進奴。
菅依請
代之。
とあ
る
のは
、
百済
の
日本に対
す
る継
続的な文化交
流
の一
端を
示
すが、
五
/\ 
八年、
崇岐天皇
の代に
は
元年
春三月
。
:::蘇
我馬
子宿繭請百済
僧等
。間受戒之法
。以
善信尼等付
同開
百済国使
恩率首信等。
発遣
学問
。
とあ
って
、
漸く
日本が
積極的
に大
陸の学
聞を受
け入れ
る姿勢を整
えて
きた
こと
、が伺え
る
ので
あ
るが、
それと同
時に、
これ
らの関
係を
通
じて
、
当時
の
倭国
日日
本の
状況が
中国側王
朝に伝
えられる大
きな契
機を
有し
てい
たとみ
る
こと
も充
分の
可能
性が
あ
る
であ
ろう。
西嶋定生
氏は
それ
らのこと
につ
長C、
「南北王
朝に朝
貢し
ていた
高
句麗
がその
比重を北
朝に傾
斜さ
せ、
さ
ら
に新
羅百
済が
これ
に加
わ
る
ことによ
り
(中略)
::
:こ
こ
に北
斉を中
心と
す
る東アジ
アの
冊封
体制が成立す
る」こ
とにな
ったと
説かれたが、
さらに、
「一面
で
は北
斉王朝が
北貌王朝
を継承す
る律
令国
家であ
ったという
点に
お
いて
、
他面
で
はこの三
国のう
ち、
新羅、
百済が同
時に
日本に対
する朝
貢
国
でもあ
ったという
点に
おいて
、
間接
的で
はあ
るが、
日本
と北朝
の律令体制
と結び
つけ
る可能
性が設
定される
ことにな
ったとい
えよう。
そし
て上述の
ごと
く
北斉
滅亡後も、
二回
のみで
はあるが、
百済が北周
に遣使
朝貢し
てい
るこ
とは、
百済を仲
介
者とし
て考
えれ
ば、
日本と北
周と
の間接的関
係の存
在す
ら想
定され
恥」と
も説
かれて
いる
。
すでに記
したよ
うに、
別の動
機を
想定
した
のは
、
まさに
これ
らの契
機を通じ
てな
された倭
国と中
国王朝を結
ぶ「
間接的
な関
係」
であ
った
ので
ある。
そし
てこの
ような
例は音
楽史上
必
ずし
もあり得
ない
こと
では
ない
ので
ある。
岸辺氏がす
でに
言
及され
ている
とこ
ろであ
るが、
旧唐書巻
代宗
紀に
大暦十
二年
春
正月:::。
辛酉
:::。
崩海使獄
日本国
舞女十
一人
。
とある
のは
その
一例
である。
この
擦にも
、
潮海国
の唐
朝に対
する政
策的要
素が
伺える
ので
あ
るが、
開皇九年
の倭国楽
に
して
も、
すでに触
れてきた
よ
うに
倭固
と朝
鮮三
国と
中国
王朝と
いう三者の関
係の
中から
、
伝来
の可能性
を推定し
てみ
る
こと
、ができるか
もしれ
ない
の
である。
くり返
すことにな
る
が、
六世
紀後
半に
おいて
遣
使朝貢
の比
重を北
朝に傾
斜さ
せてい
った朝鮮三
国は、
同時
にその
影響
力を失
ない
つつ
あっ
たとは言
え、
いま
だ発
言力も
か
なりあ
った倭
国の
存在を
、
朝鮮三
国の
うち特に
百済が、
ある
場合に
おいて
は新
羅が、
中国
王朝
に対し
て伝
達す
る
こと
はマイ
ナス
の面
ばか
りで
なく、
プラス
となり
得る
面も多くあ
った
であ
ろうと思われ
る。
この
際、
中国
王朝
を北
朝政権と
読み
かえる
こと
も可
能であろ
う。
聞皇
の七部伎お
よ
び雑伎
の
礼楽よ
りみたる古
代日
本と中
国と
の交
渉
(飯
塚〉
定置
は、
陪が陳を平定
し
てにわ
か
に実
施されたも
ので
はな
く、
数年
の議
を
経た結
果で
あり、
北周
をつ
いだ陪が早
くから
倭
国の存
在を認識
し、
その楽
人の処
遇を
考
慮し
ていたで
あろう
ことは充
分に推
測でき
ること
なので
あ
る
。
む
す
び
僅かに存
在す
る史
料から、
紀元
六世
紀後
半に、
日本と中
国の交
渉の事
実
が証
明
され
たとし
て、
それが
果して現
実
的にどの
よう
な意味をも
つもので
あろうか。
こ
の小
稿を草
するに
あたり
、
筆者
が最
も
悩ま
されたも
のは
、
交
渉の事
実に関
する
強調
の仕
方が、
当時
の世界史的
な動
きの中
に
おか
れた大
和朝廷
の位
置に
つい
て、
不必
要なま
でに誇
大視す
る結果と
な
りはし
ないか
ということで
あった
。
こ
の点
を充
分慎重
に扱
かうなら
ば、
倭国楽
伝来
の糾
明は、
単なる文
化史上
の問
題からだ
けではな
く、
政治史的側面
から
考
察す
る余地
も非
常に大
きなも
のと
な
る
ので
あ
る。
筆者
は以上
の観
点
からこ
の小
稿を以
下の
ようにむ
す
びたいと
考える
ので
あ
る。
いわ
ゆる
冊封体制
から
脱落
し、
陪朝と
の正式な国
交が聞
かれ
るまで、
朝
鮮三国と
の交
渉に腐心し
な、
がら
も、
やL
独
自の発
展を遂げ
て
いたこの
期の
大和朝廷
に
とって
、
冊封
体制
への
参
加が西
嶋
氏の
いわ
れるように、
現実的
意味を
持ち得なくな
って
いた
というこ
とで
あれば、
そし
て如
上の
通り、
間
接的な交
渉の
み可
能であ
った
と
する
ならば、
倭国
の認
識の主
体は、
日本
国
家から
の要
求で
はな
く、
陪王朝
内
部に
おけ
る
冊封
体制主催者
と
しての
意
識
そのもの
から発せ
られたも
のといわ
ねば
なら
ないであろう
。
扶南
に
して
も、
新羅
にし
ても、
開皇九
年ま
でに
直
接朝
貢のなか
った
これ
らの国
家の音
四
礼楽よ
りみたる古
代日本
と中
国と
の交渉
(飯塚〉
楽を準
備し、
外国使
臣へ
の賜
宴の
ために供
したこ
とは、
中華を統
一 した
陪
王朝
が、
やが
てはこれ
らの外
臣も
冊封
体制下
に参
画す
べき
も
のと
強く意識
された結
果に基
く
もので
あった
ので
ある。
かくし
て陪
朝の統
一と大和朝廷
の確
立発
展の時
期が
重な
った推
古朝以
後、
日中
交
渉は再
び華
や
か
な幕を聞
くこと
となる
の
である。
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